
【研究論文】

教師 と大学院生の共同によるパフォーマンス評価の実践

算数の単元 「広 さを比べ よ う 『面積』」を事例 として 一

細尾萌子

1.は じめに

京都市立高倉小学校(以 下、高倉小 と記す)と 京都

大学大学院教育学研究科教育方法学講座教育方法分野

(以下、教育方法研究室と記す)の 大学院生は、2003

年度から共同授業研究を進めている1。

そこでは、従来のように一時間の研究授業と事後検

討会に参加するという単発的な関わりではなく、大学

院生の小学校現場への日常的かつ継続的な関わりに基

づいて授業研究を行っている。すなわち、教材研究、

単元全体の指導案検討、単元全体の授業観察、毎時間

の授業感想の教師へのフィードバック、単元 ・授業計

画の改善、研究授業または研究発表会とその事後検討

会という、単元作り全体に大学院生が参加 してきた。

その中で、教育方法学を専攻する大学院生が授業研

究に参加することの意味が問い続けられてきた。大学

院生の多くは、教育実習などの例外を除いて、実践経

験を持たない。 さらに、教育方法学者としても発達途

上である。 しかしながら、共同研究において自分たち

に何ができるかを模索する中で、次の3つ の役割が大

学院生に自覚されてきた。まず院生は、高倉小側から、

授業を記録 し分析する 「スコアラー」とアイデンティ

ファイされた。次に、単元の構想や指導技術などに関

する研究的 ・実践的蓄積を教師の要望に応じて提供す

る 「情報ポータル」の役割も認識された。さらには、

教師の願いに寄 り添い、教師の課題の解決をめざしな

がら、「スコアラー」と「情報ポータル」の役割を果た

す 「伴走者」と自ら意識するようになった2。

例えば2009年 度には、子どもが間違いを恐れずに

考えを発表することや、子ども同士で話し合って考え

を深めることを大切にしたいという教師の願いに添っ

て共同授業研究がなされた。そこでは、グループによ

って教科内容の理解に差が大きいという教師の課題の

克服 に向 けて、大 学院 生が、話 し合 う前 に 自分 の考 え

を整理 す る ワー クシー トを提案 した り、 グルー プや子

どもの様 子 を固有名 詞 で教師 に伝 えた りした3。

2010年 の共同授 業研 究では 、単元 作 りへ の大学 院生

の参加 とい うこれ まで の取 り組 み に加 えて 、パ フォー

マ ンス評 価 の実践 を、教 師 と大学 院生 の共 同で行 った。

パ フォ ーマ ンス評価 とは、子 ど もの考 え方 を、身振 り

や動 作 、言語 な ど五感 に よる表現 を通 して評価 す る方

法 であ る。 自由記述 問題 か ら、完成 作 品や実 技 ・実演

によ る評価 、観 察 に よる評価 ま で も含む4。

本 稿 では、2010年 度 、教 師 と大 学院生 が どの よ うに

共 同 してパ フォーマ ンス評価 の実践 を始 め、 単元作 り

に取 り入れ た のか を検討 す る。 そ の際、上 杉里美 先生

(4年 生 担任)に よ る4年 生算 数 の単元 「広 さを調べ

よ う 『面積 』」 を事例 と して分析 す る5。 これ によ り、

パ フォーマ ンス評価 の実 践 に教 師 と ともに取 り組 む こ

とで 、大学 院生 はこれ までの 「ス コアラー」 「情報 ポー

タル」 「伴走者 」とい う役 割 を超 えて 、いか な る役割 を

果 たせ たの かを明 らか に したい。

2.パ フォー マ ンス 評価 の導 入

(1)大 学院 生に よるパ フォー マンス評価 の 提案

2010年 度、教 育方 法研 究 室の大 学院生7人 は、高倉

小学校 の研 究組織 の一 つ である算数 科部 に属 して共 同

授業研 究 を行 った6。この部 は、同年 度算数 科 を中心 に

授業研 究 を行 ってい る高倉小学 校 の教師8人 で構成 さ

れて い る。 上杉先 生 はその部長 で ある。

共 同授 業研 究 の院生 代表で あっ た筆 者 は、2010年3

月23日 に、高倉小学 校 の校 長先 生 と研 究の 大 きな方向

性 を相 談 した。そ の際 、校 長先 生が 、パ フォーマ ンス

評価 を研 究 に取 り入 れ たい と提案 され た。今 求 め られ

てい る新 しい評 価 で、全 国で も先 進的 な研究 になる と

17



考 え られ たた めであ る。実 際、2010年 に改訂 され た新

指導 要録 では、2008年 改訂 学習指導 要領 の 「確 か な学

力」観 を受 け て 「思考 ・判 断 ・表 現」 とい う 「観点 」

が定 め られ 、 この 「観 点」 に関す る評 価方 法 としてパ

フ ォーマ ンス評価 が推 奨 され てい る7。

これ を受 けて大 学院 生は 、4月21日 に開かれ た、高

倉 小学校 の教 師全員 が集 ま る会議(以 下、 全体 会 と記

す)に お いて 、算数科 の 単元作 りに参加 す る ととも に、

パ フォー マ ンス評価 の研 究 を共 同で行 いた い とい う希

望 を伝 えた。 教育方 法研 究室の指 導教員 で あ る田中耕

治 教授や 西岡加 名恵 准教授 は教育 評価研 究 に取 り組 ん

でお り、パ フォーマ ン ス評価 を授 業の 改善 に結び つけ

る とい う課 題 は、私 た ちだか らこそ担 え る とい う自負

が あった。 西 岡准教授 によって、 高倉小 学校 の教 師全

員 を対象 とした5月17日 の研 修会 にお いて、パ フォー

マ ンス評価 の考 え方 と進 め方 が説 明 され た。

5・6月 にか け て大 学院 生 は、算数 科部 の教師2人 の

研 究授 業 に向 けた単元 作 りを通 して、部 の教師 た ち と

の 関係 作 りを試み た。 部の教 師が集 ま る指 導案検 討 で

は、教 師た ちの願 いや課 題が語 られ る。院 生 は、教材

研 究 の成 果 を授業者 に 渡 して授 業 の方 向性 につ いて話

した り、該 当す る単元 の授 業 をい くつ も観 察 した りし

た。 この過 程 の 中で筆 者 は、教師 た ちに一歩 近づ け た

と思 った。

そ こで大 学 院生 は、7月6日 の算 数科部 会 におい て、

後期 の授業 研究 で は、単 元作 りと並行 してパ フォーマ

ンス評価 の研 究 をす る こ とを提案 した。 部で め ざ され

て い る 「筋 道 を立て て考 え る力」や 「算 数的 ・言語 的

表現 が でき る九 、 「既 習事 項 を活 かす力 ・生活 に活 か

してい く力 」 は、知識 の暗記 ・再生 な ど限 られ た学 力

しか評価で きないペー パー テス トでは捉 えに くい。他

方、 パ フォ ーマ ンス評価 では、 この考 え表 現 し活用 す

る学 力 を具 体的 に把握 し、学 習の姿 に応 じて指 導 を改

善す ることで、 この学 力 を子 どもに効果 的に身 につ け

るこ とがで き る と考 えたた めであ る。 この提 案 は受 け

入 れ られ、部 長 であ る上 杉先生 の研究 発表会 の 単元 「広

さを比べ よ う 『面積』」にお いて、単 元作 りと ともにパ

フォ ーマ ンス評価 の実践 を共 同で行 うこ とが決 定 した。

(2)パ フオーマンス課題の提案と先生による改訂

まず、筆者と小山英恵(博 士後期課程)、鄭谷心(修

士課程)、 山本 は るか(修 士課程)の4人 の大 学院生 が

中心 とな って、7月17日 にこの単元 の教材 研 究 を行 っ

た。そ の結果 、面 積 の単元 で身 につ け るべ き教科 内容

(面積 とは、広 が りを もつ面 の大 き さで あ り、c㎡×縦

の個数 ×横 の個数 な ど単位 のい くつ分 で表 わす)が 明

確 に把握 され た。 ま た、予想 され るつまず き(公 式 を

形 式的 に覚 え、なぜ そ の式で 面積が 求め られ るかの理

解 が不十 分 な ど)と そ の解 決法 につ いて も、整理 した。

さらに筆者 は、次 の学 習課 題 と授業 の展 開 を考案 し

た。 「11月27日 の 『スマ イル 高倉』で 『お も しろ理科

実験 』 をす る部 屋 を、担 当の先 生が決 め ない といけ ま

せ ん。た くさん実験 を したい ので、理 科室 と廊 下の う

ち広 い方 ところで したい と先生 は思 ってい ます。 で も

分か らな くて 困って います。 そ こで、 どち らが広 いか

を説 明す る文章 を作 りま しょ う。『お も しろ理 科実 験』

の成功 が かか ってい るの で、広 さを正確 に比 べ る方 法

で文章 を考 えて くだ さい」。長 方形 の理科 室 とL字 型

の廊 下の辺 の長 さを実測 し、面積 の求 め方 を各 自ノー

トに書 い た後 、 グル ー プ と全 体で話 し合 う とい う展 開

であ る。「ス マイル 高倉」は 高倉 小学校 の学 校運 営協議

会 主催 の行事 で、 多 くの子 どもた ちが参加 す る。

この学 習課題 は、7月6日 の算 数科 部会 で上杉 先 生

が語 られ た、次 の希 望 を受 けた もの であ った。 上杉先

生 は、子 ども同士 で意見 を出 し合 うだけ でな く聞 き合

う中で、 習得 した知 識 ・技 能 を活 かす授 業 を したい と

話 されて いた。 クラスの子 どもたち は積 極 的で 、学習

に意 欲的 に取 り組 め るものの、友 達の意 見 を聞 いてそ

こか ら考 えを深 め る ことには課題 があ る と感 じ られて

いた ため であ る。

そ のた め筆者 は、学 習課 題 と して、上 述 のパ フォー

マ ンス課題 を提案 した。これ は、「リアル な文脈(あ る

いは シ ミュ レー シ ョンの文脈)に おい て、知 識や スキ

ル を総合 して使 い こなす こ とを求 め るよ うな課 題」8を

指 す。 上述 の課題 は、 面積 に関 して学ん だ知識 や技能

を子 どもが活 用す る機 会に なる上 、L字 型 で ある廊 下

を縦 に分 けるか 、横 に分 け るか、全 体か ら欠 けて いる

部 分 を引 くか、 また どこの辺 の長 さを測 るか と、子 ど

もか ら多様 な意見 が 出る こ とが見込 め る と考 えた。

大 学院 生 は以上 の よ うな教 材研 究 の成果 を、7月20

日に上杉 先生 に伝 えた。先 生 はそ の話 し合 い の中で、

次 の2つ の願 い を語 られ た。ま ず、 「なんで そ んな こ と
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を しない とい けない の」 とな らな い よ う・課題 に取 り

組 む必然性 を実感 させ たい。 次 に・量感 をつ かませ た

い。 実生活 の 中で広 さを測れ る よ うに なるた めに。 こ

の願 いは、 ま さに このパ フォーマ ンス課題 に反 映 され

ている。 す なわ ち、学校 行事 の実施場 所 を子 どもた ち

自身 が決 め、行 事担 当の人 に伝 え る とい う リアル な文

脈 の設 定 と、教 室や廊 下の実測 活動 の導入 で ある。 こ

の結果 、私た ち の提 案が受 け止 め られ る こ とに なった。

そ して大学 院生 は、上杉 先生 の研 究 発表 会 の指 導案

検討 に4回 参加 した(7月22日 、7月27日 、8月2日 、

8月24日)。 とくに7月27日 の検 討 では、本 時 の流れ

が変 わった。 先 生は、 次の迷 い を話 された。 「【パ フォ

ーマ ンス課 題 に取 り組 む]1時 間 目は、測定 した後 、な

んでその場 所 を測 ったか とい う理 由 を交流 し、2時 間

目は、面積 を比 べ た方法 と結 果、 その結 果 の理 由を書

く報 告書 を作 りたい。 このよ うな授 業 内容 と、算数 の

目標[数 学的 な考 え方】がずれ て いない か?」 。 これ に対

し、 大学院 生 の奥村好 美(修 士課程)は 、次 の よ うに

質 問 を した。 「ど うい う面積 の求 め方 をす るか が分 か

っていない と、 どこの長 さを測っ た らい いか は分か ら

ない ので は?ま ず求 め方 を考 えた後 で、 その求 め方 を

す るため に どこを測 るか出 させ て、測 定 はそ の後 で し

た らよいの では?」 。筆者 も、 次の質 問 を加 えた。 「測

定す る場 所 だけ でな く、なぜ そ こを測 るか とい う理 由

も話 し合 うべ きでは?」 。これ に よ り、当初 は辺 の長 さ

を実測 して か ら面積 の求 め方 を考 える流れ で あったが 、

面積 の求 め方 を考 えて か ら、そ の求 め方 に必 要 な辺 の

長 さを実 測す る とい う流れ に変 わった。 これ によ り、

実測 活動 の必然 性 が増 した。 さ らに、長 さの測定箇 所

のみな らず 、 そ こを測 る理 由 も話 し合 い の観 点 とす る

こ とに な り、多 様 な考 えが 出 る可 能性 も広 がった。

(3)ル ー ブ リック作 りの試 行

続 いて、 パ フォー マ ンス評 価 を実 施す る準備 と して、

7月30日 の算数 科部会 にお いて、授 業者 の小林 広 明先

生 を含 む部 の教 師8人 の共 同で、ル ーブ リック作 りを

試行 した9。ル ーブ リック とは、パ フォー マ ンスの成功

の レベ ル を示 す数 段階程 度 の尺度 と、それ ぞれ の レベ

ル にお いて期 待 され てい るパ フォー マ ンスの特徴 を記

した記 述語 か ら構 成 され る、 学力 の質 を見取 る評価 基

準表 であ るlo。

西岡准 教授 に よる と、ルー ブ リ ックを作 るためには 、

次 の2つ の条 件 を満 たす ことが 重要 であ る とい う。

① 子 どもの作 品に あ る程 度幅が 出 る 自由度 の高 い課 題

を与 える。 ○ ×で評 価 でき る問題で は均 質 な作 品 と

な り、ル ー ブ リック作 りをす る必要 がない ため。

②指 導前 のつ まず き を反 映 して い る作 品 も含 め、幅 広

い作 品を集 め る。 教師 の添削 を経 た作 品 ばか りだ と、

子 ども の学習実 態 を捉 え られ な い場合 が あ るた め。

そ こで授 業者 が、 単元 「ま るい形 を しらべ よ う」 に

お ける、 円の 中心 を見つ ける方法 を図 と文 章 で説 明す

る課題 に取 り組 む授 業 を対象 に選 んだ。 この授 業 の子

どもの ノー トをも とに、次 のプ ロセス でル ー ブ リック

を作成 した。 大 学院生 もそ の場 に同席 した。

① 子 どもの作品 を20個 以上集 め る。

② それ ぞれ の作 品を全員 が読み 、課題 のね らい(こ の

時 は、 円の直径 と半径 、 中心 間 の関係 に基づ いて 円

の 中心 の見 つ け方 を考 え る)を 念頭 に 置 きなが ら、

1～3点 で採 点 し、次 の採 点者 に分 か らない よ う、採

点 を作品 の裏 に付 箋 で貼 りつ け る。

③ 全員 が同 じ点数 をつ けた作品 を選び 出 し、それ ぞれ

の 点数 が つ い た作 品 に共 通 して 見 られ る特徴 を記

述す る。 これ をル ーブ リックにす る。

④意 見が 分かれ た作 品 を このルー ブ リック で採点 で き

るか を確 認す る。

⑤各 点数 に対応 す る作品 の典 型例 を選び 、ル ーブ リッ

クに添付 す る。

さらに、ルー ブ リック作 りを通 して見 えた 子 どもた

ち のつまず きを解 消す る手 立て を、教師 た ち と話 し合

っ た。 そ の結果 、話 し合い の前 に概 念 の意 味 を確 認す

る な ど、授業 改善 の具体 的な手 立て が浮か び上 がった。

このル ー ブ リック作 りにつ いて 、8月20日 の全 体会

では 、授 業者 と上杉 先 生が次 の よ うに感 想 を語 った。

授 業者 「ル ーブ リック作 りで他 の先 生た ちに ノー トを

見て も ら うこ とで、 自分 が気づ け なかった 子 どもの面

が分か り、新 た な視 点 が得 られ た。 また、評 価 を共有

した こ とで 、抜 けてい た点が分 か った し、 それ を補 う

ため の手 だ てを考 えた こ とで、次 につ なが る と思 う」。

上杉 先生 「ル ーブ リック作 りを してみ て、 こん なお も

しろい発想 を してい る、つ まず き を してい る とい うこ

とが分か っ た し、 この押 さえが弱 か った とい う指導 者

側 の次 につ なが る振 り返 りにな った」。ル ー ブ リック作
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りの目的は授業改善に活かすことであると教師たちに

伝わったといえるだろう。

3.パ フォー マ ンス評価 の実 際

(1)パ フォー マ ンス課 題 に向けた子 どもの姿

大学院 生 は、上杉先 生 の9月 の授業 を4時 間観 察 し、

研 究発表会 の 単元 「広 さを比べ よ う 『面積 』」の授 業観

察 に備 えた。本 単元 は、11月4日 か ら19日 にか けて、

表1の 流れ で進 め られ た。 単元 のね らいは、 面積 の概

表1単 元 「広 さを調 べ よ う 『面積 』」 の流れ

時

間
板書された学習課題 授業内容

i 面積(広 さ)広 さく らべ を し

よ う

面積=平 面 上

の広 が り、広 さ

比べ 、学習計 画

z 広 さを くらべ よ う ・5c㎡の面積

の形 を作 ろ う

c遣の単位

3 長方 形 の面積 を 「はかせ 」で測

る方 法 を考 え て説 明 を ノー ト

にか こ う ・正方 形 の面積 の 「は

かせ 」 の 求 め方 を 考 え よ う【は

かせ とは、早 く ・簡 単 ・正 確 に】

公 式 の意 味(1

㎡ の たて の数 ×

横 の数)

4 面積 が48c孟 の長 方形 をか く時

たて の長 さを6cmに す る と、横

の長 さは どれ だ け にす れ ば い

いで しよ う

面 積 か ら一 辺

の長 さ を 逆 算

す る。

5 パフォーマンス課題(お もしろ

理科実験の部屋を決めるため、

理科室と理科室前廊下のどち

らが広いかを考える)

1㎡の単位を学

び、長方形であ

る理科室の面

積実測

6
(

研
究
発
表
△
諏)

理科室前ろう下の面積を求め

る方法を考えよう

6

廊下の面積の

求め方と、必要

最小の測定箇

所とその理由
を考える。

7 理科室前ろう下の面積を求め

る

7時間目の続き

と廊下の実測

8 1㎡ の 中 に1㎡ は い くつ入 るか

な

(ルーブ リッ

ク作 りの対 象)

9 高倉小学校の しき地と校区の

面積を求めよう

aとhaの 単位

10 中京区の面積を求めよう 虚の単位

ii ま とめ 問題演習

写 真1実 測 の様子(椅 子 の下 にメ ジャー)

念(面 積 とは広が りをもつ量)と 測定 の意 味(広 さは

1c』や1㎡ といっ たあ る単位 のい くつ 分 で表 わす)を

理解 し、 量感 を養 うこ とであ る。

大 学院 生は 、面積 単元 のll時 間す べ て を観 察 し、毎

回授 業の感 想(固 有 名詞 での子 どもの姿、 印象 的だ っ

た先 生の 手だ てな ど)を 上 杉先生 に渡 した。 先生 に時

間が あ る時は 、授業 前後 に1分 ほ ど、先 生 と直接 交流

した。 大学 院生 間 ではお互 いの授 業感想 を共 有 し、授

業 の事実 を よ り多角 的に捉 え られ る よ う試 みた。

上杉 先生 は、 下記 のパ フォーマ ンス課題 を、5時 間

目に 口頭 で提示 した。 「み な さん に相 談 が あ ります。ll

月の スマイ ル高 倉 に、い ろんなお 楽 しみ の コーナ ーが

あ って、『お も しろ科 学実験&工 作』の コーナ ー をお母

さん とかが す るのだ け ど、 コーナー を決 め る担 当の人

が、部屋 を理 科 室です るか 、理 科室 前 の廊 下 です るか

迷 っ てい ます。 いっ ぱい人 が入 っ てほ しいか ら、広 い

方 で したい そ うです。 で も先 生は 、 図1廊 下

どち らが広 いか分 か りませ ん。 の 図

そ こで 、理科 室 と理 科室 前廊 下、?

どちらが広いかみんなに求めて

もらいたいのです」。指導案検討

での議論を経て、筆者が提案し

た課題にアレンジが加えられて

いると分かる。

理
科
室

ト

イ

レ
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間違 えに気づ い て給食 の時間 に測 り直 しに行 っ た り、

意欲的 な姿 の子 ど もが た くさん見 られ た(写 真1と2

を参照)。話 し合 い では、図1の よ うな推測 か ら、廊下

の 「トイ レ[の面積1は どうや って測 るん です か?[上 と

下の辺 の長 さが】同 じか分 か らない」 とい う、リアル な

文脈 な らでは の意見 が出 た。他 の子 どもた ちが、「言 い

たいの は、 トイ レがが たっ として た ら、ここ【欠 けてい

る部 分の右 の壁]が[蛇 口な どで]でっば って、ここ【上 の

辺]の長 さが へ こんでた ら、【下 の辺 の]長 さ測 って も意

味がない とい うこと?」 とその意 見を言 い変 えた り、

「ここ[欠け てい る部分 の面積]を 測 るわ けで はな いか

ら、 これ[廊 下 の面 積】に支 障 はな い」 と説 明 した りし

て納得 す る とい う、聞 き合 いに よる 白熱 した議論 が見

られ た。 必然 性 のあ るパ フォーマ ンス課題 に よって子

どもたちの モチベ ー シ ョンが向上 し、お互 い の意 見か

ら学び合 う姿勢 が形 成 され た ことが 見て取 れ る。

そ の上 、振 り返 りと して、 「理科 室 の広 さの予想 は

初め20㎡ だ った け ど本 当の広 さは84㎡ で こん なに理

科室が広 い とい うことが分 か った」 な どの驚 きを書 く

子 どもが多 くい た。 量感 を獲得 した こ とが伺 える。

(2)平 常のパ フォー マンス評価 に よる子 どもの成 長

上杉先生 の実 践 では、 このパ フォー マ ンス課 題 に基

づ くパ フォーマ ンス評 価 に加 えて、 日々の授 業の 中で

思考過 程や 考 えた こ との根拠 を 口頭 ・筆記 で説 明 させ 、

それ をそ の場で評 価す る とい う、平 常 の授 業 でのパ フ

ォー マ ンス評 価 が至 る ところで実施 され てい る。 これ

は、 先生が 以前 か ら大切 に されて きた こ とで ある。

単 元開 始時 は 、答 えや 「たてx横 で出 る」 な どの方

法 しか ノー トに書い ていな かった子 どもも見 られ た。

しか し単元 が進む につれ て、 「たて にlhaが8個 、横 に

Ihaが18個 で 、8xl8でlhaが144個 だ か ら144haだ と

思い ます」 な ど、答 え ・式 の根拠 も説 明 でき る子 ども

が増 えて きた。

例 えば3時 間 目には、長 方形 の面積 の求 め方 につい

て、 「たて と横 を測 って、た て と横 をかけて 出 る」と発

言 した子 どもがい た。先生 は、 「何 でそ うや った ら面積

が出 るの?」 と発 問す る。 そ の子 どもは、 「たて にl

c雌が4個 。横 も1c㎡ が6個 」と言 い直す。先生 は、 「『た

て と横 かけ る』だ けはだ め よ。『なんで』の ところ書 い

てね」と全 体 に言 う。このや り取 りを聞 いたAさ ん は、

初 めは 「まず 長方形 の たての長 さをはかっ て次 に横 の

長 さを はか って出 た数 をかけ る」 と しか ノー トに書 い

て いなか った もの の、 「そ して、そ れぞれlc並 がい くつ

分 か分 か る」 とつ けた した。 さらに授業末 の練 習問題

で は、 「長 方形 のたて と横 の長 さを測 る と、た て と横 は

lc㎡が何 こずつ あ るか 分か って、た ての数 ×横 の数を し

て60c並 にな った」 と、根拠 を添 えて 自力 で書 けた。

筆者 が 単元 を通 して観 察 した子 ども2人 の成長 を見

てみ よ う。1時 間 目、先生 が、 「どんな方法 で比べ た ら

広 さが分 か るか比 べ方 を考 えてほ しいです。 書 いて く

だ さい」 と指 示 した。Bさ んは 、lc雌 の方 眼が書 かれ

た透明 シー トをプ リン トの図形(長 方 形、正 方形 、複

合 図形)に 重 ね、広 さを比べ られ て いた。 しか しノー

トには 、 どの図形 が広 いか とい う結果 しか書 い ていな

かった。 そ こで筆者 は、授 業感 想 に、子 どもの姿 を記

し、「思 考過程 が読 み とれ ませ ん。ノー トに何 を書 くか

が分 か らなか った ので しょうか」と書 いた。2時 間 目、

正方 形(5cmx5cm)と 長方形(4c皿x6c皿)の 広 さを比

べ る 自力解 決 の学習 で、先 生は次 の よ うに指示 した。

「昨 日は ノー トに 自分 の考 えの足跡 が残 って ない人が

い たみた いだ け ど、広 さを○○の方 法使 って比 べた ら

結果 ど うな りま した と、方法 と結果 をノー トに書いて

くだ さい」。Bさ ん は、結 果 に加 えて方 法 も書い ていた。

「4×6=245x5=25ど ち らか の 四角 形 のた て の長 さ

と横の長さをかけて、でてきた大きさを比べる。團

赤 い正 方形 が25c㎡ で長 方形 は24c並 で正方形 の方 が大

きい」。Bさ ん が全体 学習 で この意 見 を発 表す ると、先

生 は 「なん で?」 と聞 いた。 これ は、説 明 に根拠 がな

か っ たよ とい う評価 で もあ る。6時 間 目、廊 下 の面積

の求 め方 を考 え る 自力解決 の学習 で は、次 の よ うに根

拠 も書 ける よ うにな った。 「まず小 さい長方 形 と大 き

い長 方形 に分 けます。 わけは、2つ に分 け た ら、たて×

横 の計算 が出来 るか らです。 次 に、分 けた長 方形 の ど

ち らか を、た て×横 を して 、1㎡が何 こ分 か を求 めます。

次 に、も う1つ の長方形 をた てx横 を して、1㎡ がい く

つ分 か求 めます。 最後 に、 出た2つ の長方 形 の面積 を

足 して、答 えが 理科室 前 ろ う下の 面積 だ と思 う」。

Cさ んは2時 間 目、 長方形 の面積 の求 め方 を考 える

自力解 決 の学習 で、次 の よ うに ノー トに書 いた。 「まず

長方形 の たての辺 と横 の辺 を計 る。 それか らそ の計っ

た答 えをか け る」。 なぜ かけ るのか は書い てい ない。9
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時 間 目、高 倉小 学校 の敷地 の面積(6400㎡)をa(ア

ール)の 単位 で求 め る 自力解決 の 学習 で
、Cさ ん は初

め作 業が止 ま ってい た。 他 に も止 まっ てい る子 どもが

散見 された。そ こで先生 が、 「ど う考 え た らい いか分 か

らない人い ます。その人 のた めに説 明で き る人 い る?」

と質 問 した。これ に対 しDさ んが、 「1aはた てが10m、

横 が10mの 定規 だか ら、高倉 小学校 の敷 地 はた て80m、

横80mだ か ら、小 学校 の敷地 に1aが たて に何個 か 、

1aが 横 にも何個 あ るかで 分か る」 と全 体 に発 表 した。

先 生 はこの発言 をほめ た。す る とCさ んは、Dさ ん の

発 言 を受 けて 、 「8x8=64」 と式 を書 き、 「た てに1aが

8こ 横 に1aが8こ(x)を して8x8=64で6464a」

と、式 の根 拠 も書けた。筆者 は授業感 想 に、 「友達 の考

えを どん どん取 り入れ て何 でその式 に なるか とい う式

の意 味を分 か りや す く書 ける よ うにな りす ごい」 と記

した。10時 間 目、高倉小 学校 が所在 す る中京 区 の面積

を求 め る自力 解決 の学 習で も、 「た て にlhaが20こ 、

横 に1haが50こ 、20×50=1000、1haが1000こ 、つ ま

り1000ha」 と、1haが何 個 分 を根拠 に説 明 で きてい た。

このよ うに、子 どもた ちの授 業 中の発言 や記 述 を即

座 にほめ、不 十分 な ところ を指摘 し、 書 き直 し ・言 い

直 しの機会 を与 える とい う、平 常の授 業 のパ フォー マ

ンス評価 が度 々行 われ ていた。 これ に よ り、子 どもが

自分 の考 え を根 拠 に基 づ いて表現 で きる よ うにな った。

(3)ル ー ブ リック作 り

教 師 たちが11月12日 の研 究発表 会 のま とめ を した

11月22日 の算数 科部 会で 、大学院 生 は、上 杉先 生 の

面積 単元 のル ー ブ リック を部 会で作 るこ とを提 案 した。

表2単 元 「広 さを比 べ よ う 『面 積』」 のル ー ブ リ ック

3

2

i

・これ まで の授 業 で学習 した こ と(1mは100㎝

/面 積 は1㎡ が い くつ 分で表 す)を 使 っ て説

明 してい る。

・本 時の 学習 で学ん だ こ と(1mは100cm/100

cmと い うことは1㎡ が100こ あ る とい うこと

/lc㎡ が たて に100こ 、 よこに100こ)を 使

っ て説 明 してい る。

・用 語(た て
、 よこ、正方 形、 一辺 、1cの を

正 しく使 っ て説明 して い る。

・式 と説 明が一 致 してい る
。

・ふ りか え りに初 め て学習 した 内容 が 書かれ て

い る。

・これ ま で の授 業 で学 習 した こ とを使 って説 明

しよ うとは して い るが、他 の人 に分 か る よ う

には説 明 で きていな い。(た て に○ こ、よこに

○ こ、だ けで 「何 が0こ 」や 「1mが100cm」

とい う説 明が ない)

・本 時 の学 習 で学ん だ こ とを使 えて い るが
、用

語 の使 い方 が不十 分(長 さ×長 さ)。

・式 と説 明が 一致 して いる
。

・ふ りか え りに初 めて学習 した内容 が 書か れて

い る。

・自力解 決 では説 明 が不十 分 であ るが 、ふ りか

え りで十 分 な説 明がで きてい る。

・自力 解決 が でき ていない
。

・自力 解 決が で きた場 合 も
、 これ まで の授 業 で

学習 した こ とを使 って説 明で きて い ない。 思

考過程 を説 明 で きて いな い。

・用語 を正 しく使 えて いな い(正 角 形)

・式 と説 明 が一致 して いな い
。

・ふ りか え りを書 いて い るが、本 時 の学習 で 学

んだ ことが十分 に入 って いない。

合意 が得 られ 、12月9日 の算 数科部 会 で、先述 し

た単 元 「ま るい形 を し らべ よ う」 と同様 のプ ロセ

ス に よって 、ルー ブ リックが作成 された(下 の写

真 を参 照)。 上杉先 生 は、 「i㎡の 中に1c並 はい く

3:國ioo×100ニ10000[鋼 なぜ この式 にな った か とい う

と、1mは100cmだ か ら1c直 が た て に100こ 横 に100こ

だ か ら横xた て つ ま り100こ ×100こ な の で100×100=1

万になりました。医互亟互1今 日は練習問題の求め方を

学び ま した。 後 、1㎡ に は1㎡ が10000こ も入 る事 が分

か りま した。理 由はlmは100cmだ か ら横 に100こ たて

に100こ で100×100で10000に な る事 が分 か った。

2:囲1m=100cm100×100=100001mが100cmだ

か らic㎡ が1㎝1な の で 、 た て の100cmと よ こ の100cm

をかけて、一万こが入るということです。魎]今

日学習 して分 か った こ とは、1㎡ に10000こ 入 る とい う

こ と、 プ リン トの面せ きの も とめ かた を勉 強 しま した。

これ らもつ かっ て明 日も勉強 した い と思 います 。

1:魎]1㎡ の 中はlc直 が10000c㎡ もある んだ と分か

りま した。100c㎡ が1列 に1こ あ るんだ と思 いま した。
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っ入 るか な」 を学習課 題 とした9時 間 目を対象 に選 ん

だ。 この授 業の ね らいは、lm=100㎝ で 、lc㎡ が縦 に

100個 、 横 に100個 並ぶ か ら100xlOOで10000個 と、

既 習 の学習 内容 を生 か して説 明で きる こ とで ある。 こ

のね らい を教師全 員 で共有 し、議論 の結果 、表2の ル

ーブ リックが完成 した。3が 一番高 い段 階で ある。各

段階 に達 してい る と判 断 され た子 どもの作 品 の典 型例

も示 した。

このルー ブ リック作 りの過 程で は、 子 どものお も し

ろい発 想やつ まず きが明 らかにな った上、 教師 間で評

価 の観 点のす り合 わせ もな された。例 え ば、 ある作 品

の評価 につ いて 、 「自力解 決 で は書 けて いな いか ら1

をつ けた」、 「自力 解 決で は長 さx長 さだ が、振 り返 り

ではlc並 が何個 分 で書 けてお り、間違 い ではな い」 と

い う議 論か ら2に す るな どで ある。 さ らに、 ノー トに

板 書 を写 したのか 自分 で考 えて書いた のか が分 か らな

い と子 どもの考 えを正確 に見 取れ ない た め、 自力解 決

の欄 と板 書 の欄 な ど、活動 内容 に応 じて ノー トに欄 を

設 け よ うとい うこ とになった。

ル ー ブ リック作 りの後 、 「子 どもた ち 自身 に作 品 を

見 させ 、こ こが よい1こ こを こ う直 した方 が いい と検 討

させ た り、ルー ブ リックを作 らせ た りす るの も勉 強 に

なるか も」 との感 想 も寄せ られ た。

以 上 の よ うなパ フ ォーマ ンス評価 実践 につ いて 、2

月3日 の算 数科 部会 と2月24日 の全体会 におい て、次

の 内容 を大 学院 生 が発 表 した。 まず 、上 杉先 生のパ フ

ォー マ ンス評価 に は、次 の3つ の特 徴が あ る と指摘 し

た。① 先生 の願 い に即 したパ フォーマ ンス課題 、② 複

数 の教師 の共 同に よるルー ブ リック作成 、③平 常 の授

業 でのパ フォー マ ンス評価。 そ して、 この よ うなパ フ

ォー マ ンス評価 を取 り入れ た意義 を2点 報告 した。 一

つ は、平 常の授 業 のパ フォーマ ンス評価 に よ り、子 ど

もが 自分 の考 えを根拠 に基 づいて表 現で き るよ うにな

った ことであ る。 も う一つ は、パ フォー マ ンス課題 に

よって子 どもの モチベ ー シ ョンが 向上 し、お互 い の意

見か ら学び合 う姿勢 と量感 が形成 された ことであ る。

この発表 に よ り、パ フォーマ ンス評 価 に よって これ

まで の実践 を よ り洗練 ・パ ワーア ップ させ る道 筋 を、

上杉先 生以外 の教 師 た ちとも共有す る こ とが できた と

い えよ う。 上杉先 生 は、 「裏付 けて くれて あ りがたい 」

と言 って くだ さった。

4.お わ りに

本稿 で は、教師 と大学 院生 が、パ フォー マ ンス評価

を共 同授 業研 究 に試 行錯 誤 しなが ら取 り入 れ る姿 を描

い て きた。 これ によ り、 パ フォーマ ンス評価 の実践 に

教 師 と共 同 して取 り組む ことで、大 学院生 は いかな る

役割 を果 たす ことがで きたのか を示 そ うとした。

年 度 開始 当初、 大学 院 生か ら、 「指 導案 検 討 に院生

が 行 って も、 思いつ きの発 言 しかで きな くて役 立てな

い ん じゃない か」 「研 究 は高倉 の先 生方 も して い る。院

生 が参加 す る ことに どん な意義 が あるのか 」 とい う意

見 が 出た。そ こで筆者 は、6月30日 に教育方 法研 究室

で行 われ た大 学院生 の会議 にお いて 、大学 院生 の役割

につい て、 「目の前 の子 どもた ちに寄 り添 った 、教 育方

法 学的 な観 点 か らの情 報提 供 と実 践 の意味づ け」 とい

う定義 を試 み た。 この時 点では、 教師 の願 いに即 して

教材 を提 供 した り、教 師 の課題意 識 を念頭 に置 きなが

ら、 ノー トの記 述や発 言 に表れ た子 どもの成 長 した姿

やつ まず き を記 録 し、教 育方法 学的(目 標 ・教材1教具 ・

指導 過程 と学習 形態 ・評価 に関す る授 業論、 カ リキュ

ラム論 な ど)に 分析 して教 師に伝 え た りす る 「伴 走者 」

の役 割 を強 く意 識 してい た。

この役割 は 、今年度 あ る程 度果 たせ た とい え るだろ

う。授 業研 究 の一 連 のサイ クル と して、教 師 とともに、

教材研 究 、指導案 検討 、授業観 察 とフィー ドバ ック、

振 り返 りを行 えた。 なかで も、教 師 の手 だて を受 けて

子 どもが ど う反応 したか とい う子 どもの姿 を具体的 に

先生 に伝 え、それ を意 味づ ける(つ まず き、 素晴 らし

い)こ とで、教師 の授 業 改善 に寄与 で きた と思 われ る。

実 際、上 杉先 生は、 教師 たちが研 究発表 会 の振 り返

りを したll月22日 の算 数科部 会 で、次 の よ うに語 ら

れた。 「単元12時 間の全 部 の授 業 を院生 さん が見 に来

て くれ た。 気がつ か なかっ た子 どもの姿 を伝 えて くれ

る こ とと、 子 どもの成長 を とらえて くれ る こ とが あ り

がた い」。また、大 学院 生が上杉 先生 の面積 単 元の ま と

め を発表 した12月9日 の算数 科部 会で、先生 は、次 の

よ うに話 され た。 「自分 で は気づ かず に流 して い る授

業 だ けれ ど、 自分 の この言葉 に子 どもが こ う反応 した

とい うことが分 かって あ りが たい」。

さ らに今年 度 は、パ フォーマ ンス評 価 の研 究 を導入

した。 その 際、院生 は次 の3点 につ いて尽 力 した。

① パ フォー マ ンス評価 は これ まで の実践 か らの飛 躍 を
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求 めるもの ではな く、磨 きをか け るもの と伝 え、実践

者 で ある教師 た ちが主体 とな り、パ フォー マ ンス評価

が 大 きな負担感 な く行われ るよ うに支援 した。

②パ フォーマ ンス評価 には、パ フォー マ ンス課 題 とル

ー ブ リックを用 い る もの に留ま らず
、式 の説 明 を言わ

せ た り書 かせ た りし、そ の場 で評価 す る、平 常の授 業

で のパ フォーマ ンス評価 も含 まれ る ことを伝 えた。

③ ル ーブ リック作 りは評 価基準 表 を作 るだ けが 目的 で

は な く、それ を授 業改善 に活 かす こ とが 目的 とい うこ

とを事 あ るご とに伝 えた。

これ に よ り、教師 た ちに、 これ ま での実践 を捨 て て

新 しいこ とをす るので はな く、そ れ を活 か しつつ 洗練

させ る方法 と してパ フォ ーマ ンス評価 を認 知 して もら

えた。12月2日 の放 課後 、上杉 先生 は、筆 者 に次 の よ

うに語 られ た。 「パ フ ォー マ ンス評価 とい うと新 しい

もの と思 って いたけ ど、院生 さんの話 を聴 いて い る と、

今 まで して き た こと とつな がるな と思 った」。

以 上か ら結 論 として 、今年度 の大学 院生 は 、 これ ま

で の 「伴 走者 」 とい う役 割 に加 えて 、理論 と実践 をつ

な ぎ双方 の洗 練 に寄 与す るとい う新 たな役割 を果 たせ

た といえ よ う。 つ ま り、 教師が め ざす 子 ども像 の実現

に向 けて、教 師や子 どもた ちに寄 り添 いなが ら、 パ フ

ォーマ ンス評価 の研 究 とい う学問 の世界 と、 現場 の世

界 との橋渡 しをす るこ とであ る。 これ は、研 究者 が理

想 の実践モ デル を教師 に適用 させ る とい う、理 論お し

つ け型の 関わ り方で はな い。理 論研 究 の成 果 を教師 の

願 いや 課題 に即 してア レンジ し、それ を活 か した実 践

を教 師 とと もに構想 してい くとともに、 この実践 を受

けて理 論そ の ものを問 い直 してい く関わ り方 であ る。

この よ うな 参加 の仕 方 を どの よ うな キー ワー ドで

表 わす かは、 これ か ら検討 してい きたい。 また 、授業

改 善 にパ フ ォーマ ンス評価 を活か す具 体的 な手 だて を

教 師 ととも に開発す る こ とも、今 後の課題 であ る。 面

積 単元 のル ー ブ リック作 りの時、教 師 た ちは、授 業の

中で具体的 な作 品例 を子 どもた ちに検討 させ た り、子

ど も自身 にルー ブ リックを作 らせ た りす るこ とを提 案

していた。 このパ フォーマ ンス評価 へ の子 ど もの参加

は、 どの よ うにで きれ ばい いのか、 ど うす れ ばで き る

よ うにな るのか を子 ど もた ち 自身が 理解 し、つ まず き

を 自ら主体 的 に克 服す る手 がか り とな るであ ろ う。

注

且共 同授 業研 究 の全体像 につ い ては
、徳 永俊 太 「プ ロ

ジェ ク トTKの 研 究 上の特 色一7年 間 の共 同授 業研

究 を振 り返 って一 」 『平成19・21年 度 科学研 究費 補

助 金 基盤 研 究(C)リ テ ラ シー の 向上 をめ ざす 評価 規 準

と評価 方法 の 開発(研 究代表 者 田 中耕 治)研 究成 果

最 終報 告書 』2010年 、pp.63-72を 参 照。

2八 田幸恵 「高倉 小 学校 と京 都 大学 大学 院 との連携 に

よ る授 業研 究一 『プ ロジェ ク トTK』 の歩 み に即 して

一 」『平成16-18年 度科 学研 究費補助 金基盤 研 究(C)(2)

高倉 小学 校 と京都 大学大 学院 との連携 に よ る授 業研 究

(研究代 表者 田中耕治)研 究成 果 中間報 告書』2006

年 、pp.2-14。

3本 所 恵 「継 続 的 な共 同授 業研 究 が もた らす 大学 院生

の学び 一 算数 の単 元 『変 わ り方 』へ の 関わ りを事 例

と して一J『 教 育方 法の探 究』 第13号 、2010年 、

pp.33-400
4田 中耕 治 『教育評 価』岩 波書店

、2008年 、p.154。
5分 析 の資料 と して は

、筆者 に よる上 杉先 生 の授 業記

録 と授業 感想 、授業 写真 、算数 科部会 ・全 体会 の資料 ・

議事 録 、大学 院生 の会議 の資料 ・議事 録 を使 用 した。

62010年 度 の大 学院 生集 団は下記 の7人 で あ る
。大 下

卓 司、奥村 好美 、小 山英恵 、鄭谷 心、 羽 山裕 子、 細尾

萌子 、 山本 は るか(50音 順 ・敬称 略)。

7中 央 教 育 審 議 会 初等 中等 教 育分 科 会 教 育 課程 部 会

「児 童 生 徒 の 学 習 評 価 の在 り方 に つ い て(報 告)」

(2010年3月24日)。

6西 岡加名 恵 ・田中耕治 『「活用 す る力」を育 て る授 業

と評 価 中学 校 パ フォーマ ンス課題 とル ー ブ リック

の提 案』 学事 出版 、2009年 、p.8。

9詳 しくは
、次 の文 献を参 照。細 尾萌 子 「京 都大 学 と

の連 携 『プ ロ ジェ ク トTK』 算数 科の 取組」 スマ イル

21プ ラ ン委 員会 ・京都 市 立高倉小 学校 『平成22年 度

未来 に輝 く小 中一貫 コ ミュニテ ィス クール 『確か な学

力』 『豊 か な心 』 『健 や か な 体』 を育む 高 倉 教育 ～ 学

校 ・家庭 ・地域 ・大 学の連携 ～』2010年 、pp.65-70。

io西 岡 ・田中
、前掲 書、p.14。

(博士後期課程 ・日本学術振興会特別研究員)

24


